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現代沖縄の造墓からみた墓制の変容
墓に用いられるモノと記憶

これまでの沖縄における墓制研究は，沖縄内各地域の墓制のバリエーションに関する研究が蓄積

されている。一方で，17 世紀に中国から琉球王府の士族層にもたらされた墓地風水に関する研究

が行われてきた。傾斜地に横穴式に掘込み，後方の高い風水上吉型をなす墓形は，19 世紀末から

20 世紀初頭にかけて沖縄の庶民層に広く普及した。沖縄において墓は「あの世の家」であり，そ

の快適さ如何によっては子孫に影響を及ぼす存在であるという言説は，現在でも広く存在する。

しかし 1945 年以降，政治経済的な中心である沖縄本島への地方からの人口移動と都市化が進む

ことで，墓のあり方は変化した。火葬の急増に伴い洗骨が減少すると，墓は小規模化した。また，

コンクリート建材の使用によって平面立地が可能になり，1980 年代以降の経済発展に伴い日本本

土から墓石業者が参入し始める。このような墓の形状変化とともに，戦後，都市部に移住した人々

が，祖先祭祀の対象として欠かせない墓を移住先に新たに作り，元の墓から遺骨を移動させる事例

が散見される。以上のように今日，沖縄の墓制を取り巻く環境や状況は大きく変化している。しか

し，それに伴う人々の宗教実践や墓に対する認識がいかなる変容を遂げているのかということにつ

いて，従来の地理的区分による墓制研究や墓地風水研究だけでは対応しきれていない。

そこで，本稿では現代沖縄の都市部における移住者の墓造りを事例として取り上げる。新たに墓

を造る際に墓に用いられる物質（モノ）の変化に注目し，いかなる過程から新たなモノが導入され，

いかに用いられ，それが墓として機能していく中でどのような変化を遂げているかということを明

らかにしながら，現代沖縄の墓制の変化について考察する。
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